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（1）　第　118　号 2017年（平成29年）11月15日神奈川県職労連 退職者こだま会報

NO.118

今号の紙面

・コラム「散歩道」   ❶
・手づくり文化祭／おす
すめの１冊   ❷
・歴史教室／こだま俳壇
／予告   ❷❸
・戦争法２年／県職員九
条の会平和の集い案内
　　   ❹
・全国自治体退職者会連
絡会総会／役員紹介
　　   ❺
・神奈川自治労連退職者
会総会／絵手紙／お悔
み   ❻
・会員の広場／パズル／
句集『天地返し』   ❼
・松代大本営と無言館の
旅   ❽

いまこそ輝け
憲法第９条

上田市にある戦没画学生慰霊美術館「無言館」の前で（関連記事８面）

無言館を訪ねて無言館を訪ねて

退 職 者

望月　一孝（84）

戦争遺跡を
訪ねる

　

県
に
は
土
木
の
仕
事
で
入

職
。
現
在
84
歳
。
秦
野
に
住

ん
で
い
ま
す
。

　

小
学
１
年
生
の
時
に
太
平

洋
戦
争
が
始
ま
り
、
学
校
で

は
農
作
物
を
作
る
こ
と
が
主
で
、
勉
強
ど

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

軍
部
は
嘘
ば
か
り
言
っ
て
い
た
の
で
、

軍
隊
に
対
す
る
反
発
心
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
秦
野
の
生
協
の
「
日
吉
地
下
壕

見
学
」
に
応
募
し
て
、

初
め
て
戦
争
遺
跡
を
見

学
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
３
カ
所
を
見
学
。

そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま

す
。

◆
◇
日
吉
地
下
壕
◇
◆

　

１
９
４
４
年
９
月
か

ら
慶
應
義
塾
大
学
日
吉

キ
ャ
ン
パ
ス
の
寄
宿
舎

が
帝
国
海
軍
連
合
艦
隊

司
令
部
に
な
り
、（
司

令
長
官
以
下
４
２
０
人

で
構
成
、
終
戦
時
に
は
１
０
０
０
人
近

く
）、前
線
へ
指
令
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

サ
イ
パ
ン
陥
落
１
週
間
後
に
、
特
命
に

よ
り
設
営
隊
（
兵
士
約
１
５
０
０
人
）
で

地
下
壕
工
事
が
開
始
。全
長
２
６
０
０
㍍
。

見
学
で
き
る
の
は
、
長
官
室
、
電
信
室
、

暗
号
室
、
作
戦
室
な
ど
一
部
分
で
す
。

◆
◇
陸
軍
科
学
研
究
所
登
戸
研
究
所
◇
◆

　

今
年
の
５
月
、
明
治
大
学
平
和
教
室
登

戸
研
究
所
資
料
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

登
戸
研
究
所
は
、
小
田
急
線
登
戸
駅
か

ら
生
田
駅
の
間
に
あ
り
、
１
９
３
７
年
、

陸
軍
科
学
研
究
所
の
電
波
・
無
線
関
係
の

研
究
開
発
施
設
、「
陸
軍
科
学
研
究
所
登
戸

実
験
場
」が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

敷
地
面
積
は
11
万
坪
、建
物
１
０
０
棟
、

幹
部
所
員
２
５
０
人
と
一
般
雇
員
・
工
員

な
ど
、
総
勢
１
０
０
０
人
に
も
な
る
大
規

模
な
研
究
所
・
秘
密
兵
器
生
産
工
場
。
仕

事
は
、
ス
パ
イ
活
動
や
生
物
化
学
兵
器
の

開
発
、
風
船
爆
弾
や
偽
札
の
製
造
、
電
波

兵
器
の
研
究
な
ど
で
す
。

　

研
究
所
は
陸
軍
参
謀
本
部
直
属
で
、
そ

の
存
在
は
最
後
ま
で
秘
密
に
さ
れ
ま
し
た
。

◆
◇
松
代
大
本
営
跡
象
山
地
下
壕
◇
◆

　

今
年
９
月
、「
こ
だ
ま
会
」の
旅
行
に
参

加
し
て
、
松
代
大
本
営
の
象
山
地
下
壕

を
見
学
。
こ
こ
は
本
土
決
戦
最
後
の
拠

点
と
し
て
、
大
本
営
、
政
府
各
省
を
移

転
す
る
予
定
で
、
軍
部
が
１
９
４
４
年

か
ら
45
年
、
９
カ
月
間
の
突
貫
工
事
で

作
ら
せ
た
総
延
長
５
８
５
３
㍍
の
地
下

軍
事
施
設
群
の
跡
で
す
。
見
学
で
き
る
の

は
、
そ
の
う
ち
の
５
０
０
㍍
。
岩
山
を
く

り
ぬ
い
た
だ
け
で
、
照
明
も
薄
暗
く
、
石

こ
ろ
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
地
下
坑
道
だ
っ
た

の
で
、
足
元
に
注
意
し
て
歩
き
ま
し
た
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

ど
の
遺
跡
と
も
、
日
本
の
軍
隊
は
実
に

無
駄
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
も
の
だ
と
、

い
ま
、
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
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熟年
パワー
全開！

　

Ｎ
Ｓ
Ａ（
ア
メ
リ
カ
国
家
安
全
保
障
局
）

が
行
っ
た
世
界
同
時
監
視
シ
ス
テ
ム
、
こ

れ
を
内
部
告
発
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス

ノ
ー
デ
ン
に
著
者
が
独
占
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
全
記
録
。

　

ス
ノ
ー
デ
ン
は
、「
監
視
の
対
象
は
、

原
発
反
対
、
平
和
運
動
、
労
働
組
合
、
反

貧
困
、
教
科

書
問
題
、
民

族
差
別
反
対

な
ど
の
グ

ル
ー
プ
や
集

ま
り
で
す
」

「
監
視
が
ど
ん
な
時
代
で
も
最
終
的
に
権

力
に
抗
す
る
声
を
押
し
つ
ぶ
す
た
め
に
使

わ
れ
て
き
た
」
と
。

　
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
個
人
の
権
利
の
源

な
の
で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
な
け
れ
ば

表
現
の
自
由
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
あ
る

が
ま
ま
の
自
分
で
は
い
ら
れ
な
い
」「
人

権
は
法
律
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
け

れ
ど
、
法
律
か
ら
飛
び
出
し
て
き
て
僕
ら

を
守
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
」
と
。

　

ス
ノ
ー
デ
ン
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

変
化
を
呼
び
起
こ
し
、
未
来
へ
の
希
望
を

生
み
出
す
こ
と
へ
期
待
し
て
い
る
。 （
岩
）

お
す
す
め
の
一
冊 　

毎日新聞出版
1512円（税込み）

『 

ス
ノ
ー
デ
ン・監
視
社
会

　

の
恐
怖
を
語
る
』

小
笠
原
み
ど
り
著

三
浦
一
族
ゆ
か
り
の
地
元
を
ゆ
く

第64回
歴史教室
（散策）

　

昭
和
40
年
頃
来
た
こ
と
が
あ
る
横
須
賀

線
「
衣
笠
」
駅
。
昔
の
ま
ま
変
わ
っ
て
い

な
い
と
思
わ
れ
る
駅
舎
。
な
ぜ
か
懐
か
し

さ
が
よ
み
が
え
っ
た
。
10
月
11
日
午
前
10

時
、
こ
こ
に
集
合
、
15
人
が
参
加
。
朝
か

ら
季
節
外
れ
の
暑
さ （
最
高
気
温
29
度
）。

　

会
長
の
あ
い
さ
つ
後
、
水
分
の
補
給
を

し
て
、
い
ざ
出
発
。
賑
や
か
で
活
気
の
あ

る
商
店
街
を
通
り
、バ
ス
で
衣
笠
城
址
へ
。

地
下
道
を
通
り
、
急
な
坂
道
を
歩
い
て
30

分
。
早
め
の
昼
食
を
と
り
、
ア
キ
レ
ス
腱

を
痛
め
な
い
よ
う
に
、
食
後
に
軽
く
体
操

を
す
る
。

第23回
ふれあい
手づくり
文化祭

　
「
へ
ぇ
ー
、
そ
ん
な
才
能
が
あ
っ
た
ん

だ
。
ち
っ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
」
―
―
い

ろ
い
ろ
な
方
の
多
様
な
一
面
が
発
見
で
き

た「
第
23
回
ふ
れ
あ
い
手
づ
く
り
文
化
祭
」

（
神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
主
催
）
が

10
月
28
日
、
横
浜
市
従
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
な
か
、
こ
だ
ま

会
や
横
浜
市
従
退
職
者
会
の
各
支
部
・

サ
ー
ク
ル
な
ど
総
勢
２
５
０
人
余
が
参
加

し
、
会
場
は
い
っ
ぱ
い
。

　

当
会
か
ら
は
手
芸
品
、押
し
花
、写
真
、

絵
画
、
書
道
、
絵
手
紙
、
俳
句
、
川
柳
、

着
物
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト

な
ど
21
作
品
が

展
示
さ
れ
、
演

芸
会
場
で
は
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、

カ
ラ
オ
ケ
、

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
、
ウ
ク
レ
レ

や
太
極
拳
な
ど

新
し
い
試
み
も
披
露
さ
れ
て
、
熱
気
の
こ

も
っ
た
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

和
裁
小
物
や
お
で
ん
、
ビ
ー
ル
の
販
売

も
花
を
添
え
、
買
い
物
や
軽
食
を
楽
し
み

な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
年
は
血
圧
・
体
脂
肪
測
定
コ
ー
ナ
ー

が
開
設
さ
れ
、
１
０
６
人
が
測
定
を
受
け

て
大
好
評
で
し
た
。 

（
中
嶋
ひ
と
み
）

（
３
面
に
続
く
）

神奈川自治労連退職者会神奈川自治労連退職者会

▲こだま会
勢ぞろい

▲フラダンスを披露する高橋和江さん

▲ 「青い空」などを歌う星妙子さん
（左）と斉田茂子さん（右）

▲好評だった血圧・体脂肪測定

◀ 

杉
原
克
典
さ
ん
の

ギ
タ
ー
に
あ
わ
せ

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

を
歌
う

▶ 

絵
画
や
写
真
、
俳

句
、
手
芸
な
ど
力

作
を
観
る
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（
２
面
か
ら
続
く
）

　

蚊
が
た
く
さ
ん
い
て
、
何
カ
所
も
さ
さ

れ
た
人
が
何
人
も
い
た
。
役
員
さ
ん
が
用

意
し
た
虫
刺
さ
れ
の
薬
で
助
か
っ
た
。

　

講
師
の
森
敏
晴
氏
（
三
浦
一
族
研
究
会

理
事
）
の
話
に
よ
る
と
、
三
浦
一
族
が
立

て
こ
も
っ
た
衣
笠
城
に
平
家
方
が
攻
め
た

の
が
衣
笠
合
戦
。「
戦
況
利
あ
ら
ず
」
と

み
た
三
浦
大
介
義
明
（
89
歳
）。「
老
齢
を

頼
朝
に
投
げ
う
ち
、
子
孫
の
勲
功
に
募
ら

ん
と
欲
す
」
と
諭
し
、
義
澄
ら
を
闇
夜
に

乗
じ
て
城
を
脱
出
さ
せ
、
自
ら
は
翌
早
朝

に
河
越
重
頼
ら
に
討
た
れ
た
。

　

城
址
を
後
に
、
20
分
ほ
ど
歩
い
て
、
横

須
賀
で
一
番
格
式
が
あ
る
と
言
わ
れ
る

「
満
昌
寺
」
へ
。
急
な
階
段
を
ゆ
っ
く
り

昇
り
、
左
手
に
三
十
三
羅
漢
像
を
観
な
が

ら
（
羅
漢
像
は
自
分
の
顔
に
似
て
い
る
像

が
一
つ
位
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
）、
本

堂
裏
に
義
明
を
神
格
化
し
た
鎌
倉
末
期
作

の
座
像
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
が
祀
ら

れ
て
い
る
御

霊
神
社
を
見

学
。
頼
朝
は

義
明
の
十
七

回
忌
に
列
席

し
、霊
に「
身

は
果
て
て

も
、
今
日
ま

で
共
に
生
き

て
い
る
」
と

語
っ
た
と
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
義
明
89
歳
に
17
を
加
え

た
１
０
６
歳
と
い
う
数
え
歌
が
、「
鶴
は

千
年
、
亀
は
万
年
、
三
浦
の
大
介
百
六
つ
」

と
い
う
祝
い
詞
と
な
り
、広
く
流
布
し
た
。

　
「
一
族
の
知
恵
を
集
め
て
、
一
族
を
束

ね
た
統
率
力
が
す
ば
ら
し
い
」「
こ
の
よ

う
な
史
跡
を
残
し
て
く
れ
て
有
難
い
。
後

世
の
た
め
に
も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と

参
加
者
の
声
。

　

続
い
て
、近
殿
神
社
、清
雲
寺
を
通
り
、

予
定
し
た
15
時
に
衣
笠
駅
に
全
員
無
事
た

ど
り
着
い
た
。
歩
く
こ
と
１
万
３
５
０
０

歩
。「
84
歳
の
男
性
も
よ
く
頑
張
っ
て
歩

い
て
い
ら
れ
た
の
で
、
私
も
負
け
ず
に
歩

き
ま
し
た
」
と
女
性
参
加
者
。

　

森
講
師
、
幹
事
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
、

お
疲
れ
さ
ま
。次
回
も
無
理
を
せ
ず
、行
っ

て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
コ
ー
ス
を
考
え

て
い
き
た
い
。『
こ
だ
ま
会
報
』
読
者
の

皆
さ
ん
も
、時
間
を
つ
く
っ
て
ご
参
加
を
。

待
っ
て
い
ま
す
。 

（
川
田
勝
利
）

こ
だ
ま
俳
壇
（

こ
だ
ま
俳
壇
（
1010
月
）
月
）

廃
校
の
庭
に
遊
ぶ
や
赤
と
ん
ぼ

 

友
井　

眞
言

江
ノ
電
の
車
窓
横
切
る
赤
と
ん
ぼ

 

鳥
海　

敏
雄

赤
と
ん
ぼ
留
学
生
の
肩
に
ふ
れ

 

中
村　

桂
子

無
言
館
の
声
聞
く
旅
や
天
高
し

 
松
尾
佐
知
子

初
鳴
き
の
遠
慮
が
ち
な
る
鉦
叩

 

田
中　

一
男

月
の
ご
と
欠
け
て
も
元
に
戻
り
た
し

 

白
井
保
次
郎

秋
澄
め
り
宝
生
流
の
笛
一
管

 

三
井　

光
子

温
め
酒
相
手
の
話
ま
ず
聞
い
て

 

小
川　

水
草

幼
子
の
帽
子
に
止
ま
る
赤
と
ん
ぼ

 

島
田
多
嘉
子

送
ら
れ
し
梨
一
人
む
く
厨
の
灯

 

木
村　

武
子

ラ
ン
ナ
ー
と
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
赤
と
ん
ぼ

 

瀧
澤　

正
行

貧
し
く
て
泣
く
子
の
い
る
か
杜
鵑
草

 

井
村　

友
彦

大
銀
杏
葉
を
散
ら
か
し
て
神
無
月

 

後
藤　

貞
夫

人
波
を
淡
き
日
包
む
秋
の
街

 

柳
瀬　

節
子

新
涼
や
使
い
古
し
の
笊
ひ
と
つ

 

高
橋　

和
江

子
規
漱
石
友
情
篤
し
ホ
ト
ト
ギ
ス

 

横
川
美
代
子

砂
浜
の
喧
操
消
え
て
秋
の
海

 

本
山　

文
子

若
も
の
に
出
郷
の
あ
り
赤
と
ん
ぼ

 

講
師
・
太
田　

土
男

●楽しい料理教室
と　き　11月30日（木）11時～15時
ところ　 フォーラム南太田（京急「南太

田駅」下車徒歩２分）
会　費　 2000円（エプロン・タオル持参）
講　師　飯塚武弘氏
内　容　旬の野菜＆とれたて魚料理
申込先　080－3011－8174（仲戸川）
●俳句サークル「こだま句会」
　月例句会（毎月第２木曜日13時～）
と　き　12月14日（木）１月11日（木）
ところ　県庁本庁舎６階会議室
指　導　太田土男先生（俳人協会）
会　費　800円（投句のみ500円）
申込先　こだま会事務所045（212）3179
　　　　または井村友彦☎0463（81）4493
●食文化を楽しむ会
　恒例の「風邪に負けない薬膳料理」は、
会場の西地区センターが改修工事のた
め、中止になりました。来年の7月末に「夏
ばて防止の薬膳料理」を予定しています。
●てく・テクの会
と　き　12月１日（金）雨天中止
集　合　ＪＲ新橋駅　烏森口10時集合
内　容　 築地周辺散策とグルメ・買物

ツアー
申込先　 11／28　16時まで。こだま会事

務所
　　　　☎045（212）3179

衣笠城の「不動井戸」の説明を聞く

三浦大介公800年記念碑

衣笠城址にて
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反
対
行
動
の
う
ね
り
は
変
わ
ら
ず  
９
19

参
加
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

そ
れ
か
ら
２
年
、
反
対
行
動
の
大
き
な

う
ね
り
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
だ
ま

会
は
毎
月
19
日
に
必
ず
10
人
前
後
が
国
会

行
動
に
参
加
し
、
今
年
の
９
月
19
日
も
約

20
人
の
会
員
が
参
加
し
、「
戦
争
法
」
の

廃
止
を
訴
え
ま
し
た
。

国
民
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
…

　
「
戦
争
法
」
は
、
今
春
以
来
、
海
上
自

衛
隊
に
よ
る
米
イ
ー
ジ
ス
艦
へ
の
給
油

　

２
０
１
５
年
９
月
19
日
未
明
、

「
戦
争
法
」
が
強
行
可
決
。
同
年

の
９
月
19
日
の
前
後
に
は
反
対
行

動
の
大
き
な
う
ね
り
が
あ
り
、
８

月
30
日
に
は
市
民
12
万
人
が
国
会

を
囲
み
、
60
年
安
保
以
来
の
高
ま

り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
、
若
者
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

の
お
母
さ
ん
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、

車
い
す
の
方
、
弁
護
士
、
学
者
、

芸
能
人
、
お
坊
さ
ん
、
創
価
学
会

の
旗
な
ど
、
幅
ひ
ろ
い
層
か
ら
の

こだま会の旗を掲げて

「戦争法」強行可決から２年

や
、
米
艦
防
護
を
お
こ
な
う
な
ど
、
国
民

の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
着
実
に
実
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

仮
に
朝
鮮
半
島
有
事
の
際
は
、
集
団
的

自
衛
権
が
行
使
さ
れ
、
米
軍
の
戦
争
に
参

加
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

「
戦
争
法
」
は
必
ず
廃
止
を

　
「
戦
争
法
」
は
必
ず
廃
止
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
集
会
が
安
倍
政
権

を
打
倒
す
る
大
き
な
歴
史
的
な
一
歩
に
な

る
こ
と
を
み
ん
な
が
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

　

加
計
・
森
友
隠
し
、
私
利
党
略
の
解
散

総
選
挙
は
、
前
回
参
議
院
選
挙
で
市
民
が

叫
ん
だ
「
野
党
は
共
闘
！
」
に
な
る
こ
と

を
強
く
望
み
ま
す
が
、
民
進
党
の
弱
体
化

や
小
池
国
政
新
党
な
ど
自
民
党
寄
り
の
勢

力
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。 

（
９
月
24
日
記
・
友
井
眞
言
） 国会前で「戦争法」の廃止を訴える

平和のつどい平和のつどい神奈川県職員九条
の会

と　き●12月２日（土）14時～16時30分（受付：13時30分）
ところ ●万国橋会議センター　横浜市中区海岸通４－23　☎045（212）1034
　　　　 みなとみらい線「馬車道」駅６番出口から徒歩５分。ＪＲ・市営地下

鉄「関内」駅から徒歩10分
内　容●講演「総選挙を受けて―憲法改悪を許さない幅広い共同の運動を」
講　師●岡田　尚弁護士（九条かながわの会事務局代表）
資料代●500円
問合先●☎090(2473)2681(佐伯義郎･事務局長)
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埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の
埼
玉
建
産
連
研

修
セ
ン
タ
ー
で
８
月
26
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
、
全
国
自
治
体
退
職
者
会
連
絡
会
第

20
回
定
期
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
50
人
が
参
加
。当
会
か
ら
は
、

加
藤
利
秋
相
談
役
（
全
国
連
絡
会
事
務
局

次
長
）、
一
杉
雄
二
、
仲
戸
川
実
両
副
代

表
幹
事
、
中
嶋
ひ
と
み
事
務
局
次
長
、
鳥

居
伸
太
郎
幹
事
、
小
島
八
重
子
事
務
局
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

総
会
は
加
藤
事
務
局
次
長
の
司
会
で
始

ま
り
、
仲
戸
川
副
代
表
幹
事
が
議
長
に
選

任
さ
れ
、
議
事
を
進
行
。

　

経
過
報
告
で
は
、
政
府
・
厚
生
労
働
省

へ
の
要
請
・
交
渉
の
結
果
な
ど
を
ふ
ま
え
、

さ
ら
な
る
要
求
実
現
に
む
け
た
と
り
く
み

の
強
化
、『
連
絡
会
つ
う
し
ん
』
を
毎
月

発
行
し
、
全
国
の
活
動
を
伝
え
て
い
る
こ

と
な
ど
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

り
く
ん
だ
経
験
。
東
京
か
ら
は
、
都
議
選

後
の
都
政
の
動
向
。
大
阪
か
ら
は
、
春
・

秋
の
バ
ス
旅
行
や
グ
ル
メ
・
歴
史
散
策
、

堺
市
長
選
挙
の
勝
利
に
向
け
た
決
意
。
横

浜
か
ら
は
年
金
裁
判
の
と
り
く
み
な
ど
、

多
彩
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
会
か
ら
は
小
島
が
、『
こ
だ
ま
会
報
』、

長
寿
祝
い
制
度
、
人
間
ド
ッ
ク
、
会
員
拡

大
、
平
和
の
と
り
く
み
な
ど
に
つ
い
て
発

言
し
ま
し
た
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

議
案
は
、
す
べ
て
全
員
一
致
で
承
認
さ

れ
、「
来
年
の
結
成
20
周
年
に
向
け
さ
ら

な
る
会
員
の
拡
大
と
一
層
魅
力
あ
る
退
職

者
会
に
す
る
た
め
に
全
力
で
奮
闘
す
る
」

と
総
会
決
議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
年
の
開
催
は
大
阪
と
の
こ
と

で
す
。 

（
小
島
八
重
子
）

さいたま市内で開かれた第20回総会

＊　
　

＊　
　

＊

　

活
動
方
針
で
は
、「
戦
争
法
」

廃
止
、
憲
法
９
条
を
守
る
、
年
金

引
き
下
げ
反
対
、
消
費
税
増
税
反

対
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃

止
、
介
護
保
険
制
度
改
悪
反
対
、

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
の
推
進
、

原
発
ゼ
ロ
、
震
災
復
興
な
ど
７
項

目
の
目
標
と
組
織
強
化
・
高
齢
者

の
特
性
を
生
か
し
た
と
り
く
み
の

展
開
、
来
年
に
向
け
た
20
周
年
記

念
誌
の
発
行
準
備
な
ど
が
提
起
さ

れ
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

討
論
で
は
、
８
人
が
発
言
。
愛

知
か
ら
は
、
社
会
保
障
の
切
り
す

て
を
非
難
す
る
だ
け
で
な
く
、
行

動
を
と
の
提
起
。
京
都
か
ら
は
、

70
年
フ
ェ
ス
タ
で
憲
法
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
交
流
し
た
と
り
く
み
。

岩
手
か
ら
は
、
平
和
行
進
や
反
核

マ
ラ
ソ
ン
を
青
年
と
連
帯
し
、
と

全国自治体
退職者会連絡会
第20回定期総会

来年は結成20周年

社会保障・憲法・平和・脱原発・
震災復興などの目標を掲げ
魅力ある退職者会へ

〈全国自治体退職者会連絡会〉
　事務局次長：加藤利秋
〈神奈川自治労連退職者会〉
　会長：加瀬文隆　事務局次長：友井眞言
　幹事：青沼慶祐・仲戸川実・小島八重子
　監査：酒井道生
〈神奈川高齢期運動連絡会〉
　幹事：鳥居伸太郎

上部団体等への派遣役員の紹介
 （敬称略）
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神奈川自治労連退職者会
第26回定期総会

絵
手
紙

奥津弘久さんの作品

田中和子さんの作品

　

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
第
26
回
定

期
総
会
が
10
月
11
日
（
水
）、
横
浜
市
従

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

内
田
次
敏
（
鎌
倉
）
副
会
長
の
司
会
で

開
会
。
植
木
眞
理
子
（
県
）
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
来
賓
の
高
橋
輝
雄
神
奈
川

自
治
労
連
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、

事
務
局
長
の
高

須
正
和
さ
ん

（
横
浜
）
が
２

０
１
６
年
度
の

経
過
と
決
算
を

報
告
。

　

高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
、
平
和

で
豊
か
な
社
会

を
め
ざ
し
て
、

各
単
会
で
学
習

や
集
会
、
署
名

な
ど
を
と
り
く

み
、
日
本
高
齢

者
大
会
に
参
加

し
た
こ
と
、ま
た
、鎌
倉
市
職
労
へ
の
「
激

変
緩
和
措
置
削
除
事
件
」
な
ど
労
使
関
係

を
ゆ
が
め
る
攻
撃
に
対
し
て
チ
ラ
シ
配
布

や
労
働
委
員
会
、
裁
判
傍
聴
な
ど
に
参
加

し
て
支
援
し
た
こ
と
、
平

和
・
憲
法
問
題
で
は
、「
戦

争
法
」
廃
止
・
共
謀
罪
法

廃
止
・「
19
日
行
動
」
や

国
民
平
和
大
行
進
な
ど
に

単
会
で
参
加
し
て
き
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
恒
例
の
「
ふ
れ
あ

い
手
づ
く
り
文
化
祭
」
が

２
５
０
人
余
の
参
加
で
好

評
だ
っ
た
こ
と
、
組
織
拡

大
で
は
、
具
体
的
な
動
き

を
起
こ
す
こ
と
が
で
き

ず
、
年
金
制
度
の
改
悪
や

再
任
用
（
雇
用
）
制
度
の

影
響
で
会
員
拡
大
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

決
算
報
告
に
続
い
て
会
計
監
査
報
告
を

酒
井
道
生
さ
ん
（
県
）
が
、
報
告
。

　

質
疑
討
論
で
は
、
こ
だ
ま
会
か
ら
小
島

八
重
子
さ
ん
が
、
当
会
の
「
て
く
テ
ク
の

会
」
で
の
交
流
と
仲
間
づ
く
り
や
福
利
厚

生
活
動
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
と
り

く
み
な
ど
を
報
告
。
横
浜
市
従
退
職
者
会

か
ら
は
、
栖
原
秀
夫
さ
ん
が
核
兵
器
禁
止

条
約
な
ど
平
和
の
と
り
く
み
を
報
告
し
、

そ
れ
ぞ
れ
議
案
を
補
強
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
度
の
活
動
方
針
で
は
、
憲

法
が
暮
ら
し
に
活
き
る
社
会
の
実
現
や
年

金
、
医
療
・
福
祉
制
度
の
改
善
な
ど
の
要

求
を
掲
げ
て
奮
闘
す
る
こ
と
な
ど
が
提
案

さ
れ
、
拍
手
で
承
認
。
ま
た
予
算
案
や
、

安
倍
自
公
政
権
の
暴
走
に
反
対
す
る
決
議

を
採
択
。
２
０
１
７
年
度
の
新
役
員
を
選

出
し
、
元
気
よ
く
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。 

（
鳥
居
伸
太
郎
）

〈
新
４
役
員
紹
介
〉 

（
敬
称
略
）

会　
　
　

長
：
加
瀬　

文
隆
（
県
）

副

会

長
：
眞
次　

英
一
（
横
浜
）

副

会

長
：
内
田　

次
敏
（
鎌
倉
）

事
務
局
長
：
高
須　

昌
和
（
横
浜
）

事
務
局
次
長
：
友
井　

眞
言
（
県
）

年金、医療・福祉要求の前進めざして

憲法が暮らしに
活きる社会へ

新役員を選出し元気よくスタート

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

　

５
月
15
日
以
後
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
で
す
。
石
田
彌
助
さ
ま
は
２

０
１
６
年
10
月
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。（　

）
内
は
享
年
。

小
橋　
　

隆
さ
ま
（
66
）

今
村　

節
子
さ
ま
（
79
）

大
津　

敏
雄
さ
ま
（
92
）

石
田　

彌
助
さ
ま
（
89
）

添
田　

良
子
さ
ま
（
95
）

秦　
　

安
美
さ
ま
（
82
）

土
屋　

松
雄
さ
ま
（
80
）

小
越　

信
子
さ
ま
（
72
）

片
木　

和
雄
さ
ま
（
83
）

山
口　

順
久
さ
ま
（
83
）
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❖
総
会
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

 

小
林　

平
治　

　

こ
だ
ま
会
の
総
会
に
久
し
ぶ
り
に
出
席

し
、
現
職
時
代
の
仲
間
に
も
会
え
、
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。『
会
報
』送
付
時
に
、

い
ろ
い
ろ
な
案
内
も
同
封

さ
れ
、
役
員
の
方
の
立
案

も
大
変
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
時
間
の
と
れ

る
限
り
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

❖
視
力
？　

記
憶
？

 

中
平　

正
和　

　
「
せ
い
か
つ
短
信
」
欄

を
久
々
に
ゆ
っ
く
り
読
む
と
、
懐
か
し
い

名
前
が
…
。
で
も
、総
会
等
の
写
真
は
「
誰

だ
っ
け
」ば
か
り
。視
力
？
記
憶
？
パ
ソ
コ

ン
が
暑
さ
の
た
め
か
、暴
走
。あ
わ
て
て
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
ｆ
ｆ
。ア
ベ
政
権
は
強
制
終
了
。

❖
「
相
も
変
わ
ら
ず
」
と
い
う
言
葉

布
川　

幸
子　

　

毎
年
、
同
じ
こ
と
が
で
き
る
「
相
も
変

わ
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
が
好
き
で
し
た
。

一
年
前
ま
で
、ガ
ン
ガ
ン
山
女
で
し
た
が
、

い
ま
は
旅
行
く
ら
い
行
け
る
か
な
？

❖「
せ
い
か
つ
短
信
」
は
貴
重
な
情
報
源

 

加
藤　

房
尾　

　

半
寿
（
81
歳
）
に
な
る
と
、「
せ
い

か
つ
短
信
」
欄
は
貴
重
な
情
報
で
有
難

い
で
す
。
小
生
、同
窓
生
仲
間
た
ち
と
、

カ
ラ
オ
ケ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
で
健
康
維
持
を
図
り
、
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

❖
美
容
と
健
康
に
フ
ラ
ダ
ン
ス

 

高
橋
和
江　

　

美
容
と
健
康
の
た
め
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

習
っ
て
い
ま
す
。
先
生
が
厳
し
い
の
で
大

変
で
す
。

OK

会員の広場

句
集
『
天
地
返
し
』
発
刊

　

こ
だ
ま
句
会
の
小
川
水
草
（
本
名
：
政

則
）さ
ん
が
、『
畔
も
ぐ
ら
』、『
水
系
の
絆
』

に
次
ぐ
第
３
句
集『
天
地
返
し
』を
発
刊
。

　
「
八
十
路
半
ば
の
体
験
と
、
ま
た
戦
争

を
感
ず
る
物
騒
な
情
勢
か
ら
、
畑
作
の
よ

う
な
天
地
返
し
が
社
会
に
も
必
要
で
は
と

考
え
上
梓
し
た
」
と
「
あ
と
が
き
」
に
あ

り
ま
す
。
３
４
７
句
掲
載
。
問
い
合
わ
せ

は
☎
０
４
２

－

７
４
２

－

２
２
５
３
（
小

川
さ
ん
）
ま
で
。

第３句集「天地返し」

こ
だ
ま
句
会
の

　

小
川
水
草
さ
ん
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てく・テクの会

画
学
生
遺
影
と
な
り
し
自
画
像
の

画
学
生
遺
影
と
な
り
し
自
画
像
の

強
き
眼
差
し
〝
今
〞
を
見
つ
め
る

強
き
眼
差
し
〝
今
〞
を
見
つ
め
る

戦没画学生の遺品の絵筆がはめ込まれた碑

　
「
て
く
・
テ
ク
の
会
」
主
催
の
「
松
代

大
本
営
＆
無
言
館
と
信
州
の
鎌
倉
（
別
所

温
泉
）
バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
９
月
27
日
〜
28

日
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
24
人
。

◇　
　
　

◆　
　
　

◇

　

ま
ず
訪
問
し
た
の
は
、
上
田
市
の
戦
没

画
学
生
慰
霊
美
術
館
「
無
言
館
」。
窪
島

誠
一
郎
氏
が
、１
９
９
７
年
５
月
に
開
設
、

そ
の
後
、
第
二
展
示
館
も
併
設
さ
れ
た
。

両
館
合
わ
せ
て
約
１
６
０
点
の
絵
画
と
10

数
点
の
造
形
が
、
戦
没
し
た
若
き
芸
術
家

た
ち
の
生
涯
と
遺
族
の
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
思
い
出
と
共
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

「
あ
と
５
分
、
あ
と
10
分
、
こ
の
絵

を
描
き
続
け
て
い
た
い
」

＊
残
っ
た
絵
具
を
使

い
果
た
し
て
か
ら
死

に
た
い
。

＊
「
兄
さ
ん
必
ず

帰
っ
て
き
て
く
れ

よ
、
二
人
で
立
派
な

絵
描
き
に
な
る
ん

だ
」。
共
に
戦
死
し

た
兄
弟
。

＊
憧
れ
の
美
校
で
学

ん
だ
の
は
た
っ
た
数
週
間
。

＊
最
後
ま
で
筆
を
動
か
し
な
が
ら
「
這
い

ず
っ
て
で
も
生
き
て
還
る
」
と
出
征
。
３

度
目
の
応
召
で
戦
死
。

＊
い
ま
で
い
う
マ
ル
チ
才
能
の
人
。図
案
、

ポ
ス
タ
ー
、
油
絵
、
詩
作
、
作
曲
ま
で
何

で
も
や
っ
て
し
ま
っ
た
。

＊
「
妻
の
裸
体
を
初
め
て
描
い
た
」。
こ

れ
が
遺
言
に
。

＊
卒
業
制
作
の
〝
戦
争
画
〞
は
、
傷
つ
い

た
蝶
の
よ
う
に
落
下
す
る
飛
行
機
、
傾
く

戦
艦
、
ピ
ン
ク
色
の
空
と
青
い
海
…
。

　
「
あ
と
５
分
、
あ
と
10
分
、
こ
の
絵
を

描
き
続
け
て
い
た
い
」
と
い
う
思
い
と
、

豊
か
な
才
能
を
戦
争
で
断
た
れ
た
若
者
た

ち
は
、
再
び
戦
争
へ
の
道
を
歩
む
か
に
見

え
る
こ
の
国
の
現
状
を
、
ど
ん
な
思
い
で

見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

宿
泊
は
、
別
所
温
泉
の
老
舗
旅

館
。
安
楽
寺
国
宝
八
角
三
重
塔
、

北
向
観
音
、山
宣
の
碑
等
を
散
策
。

「
松
代
大
本
営
」
の
突
貫
工
事
に

６
千
余
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
…

　

28
日
見
学
の
所
謂
「
松
代
大
本

営
」
は
、
松
代
町
の
３
つ
の
山
を

中
心
に
、
善
光
寺
平
一
帯
の
地
下

に
、
皇
室
と
軍
・
政
府
機
関
を
分

散
移
転
す
る
陸
軍
主
導
の
地
下
施

設
群
建
設
計
画
で
あ
る
。

　

１
９
４
４
年
11
月
か
ら
終
戦
ま
で
工
事

が
行
わ
れ
、一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、

像
山
の
地
下
壕
延
長
５
９
０
０
㍍
の
う
ち

約
５
０
０
㍍
。
こ
こ
に
は
放
送
局
や
中
央

官
庁
の
移
転
が
想
定
さ
れ
た
。
終
戦
時
に

は
完
成
し
て
い
た
舞
鶴
山
の
大
本
営
と
天

皇
の
御
座
所
は
、
気
象
庁
松
代
地
震
観
測

所
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
突
貫
工
事
に
は

６
千
人
余
の
朝
鮮
人
労
働
者
が
使
役
さ

れ
、
毎
日
の
よ
う
に
死
傷
者

が
出
た
と
の
証
言
も
あ
る
な

か
で
、
名
前
が
確
認
さ
れ
て

い
る
死
亡
者
は
、
わ
ず
か
４

人
と
い
う
。

　

昼
食
は
、
地
元
名
代
の
食

事
処
で
〝
栗
お
こ
わ
膳
〞。

真
田
氏
所
縁
の
城
址
周
辺
を

巡
っ
て
、
帰
路
へ
。

＊　
　

＊　
　

＊

■
出
征
の
歓
呼
の
声
に

　

背
を
向
け
て

　

描
き
あ
げ
た
る
妻
の
姿
絵

■
画
学
生
遺
影
と
な
り
し

　

自
画
像
の
強
き
眼
差
し

　
〝
今
〞
を
見
つ
め
る

■
軍
部
そ
の
狂
気
の
証
し

　

松
代
の
大
地
下
壕
は

　

む
な
し
く
在
り
て

 

（
一
杉
雄
二
） 宿泊は別所温泉

松代大本営＆
無言館と信州
の鎌倉（別所温泉）
バスツアー・レポート

戦争遺跡「松代大本営」を見学


